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研究成果の概要（和文）：本研究は，ヴォイスのシステムと他動性の日中差について、日本語と中国語における
認知的「視点」の相違という観点から解釈を行うことを目的とする。期間を通し、具体的に実施した研究項目
は、(1)中国語について、他動性との相関を視野に入れた動詞のアスペクトタイプにおける「動詞＋結果補語」
構造（RVCと称する）の位置づけの整理、(2)中国語のRVCをめぐるヴォイスと認知的「視点」の関わりの解明、
(3)日本語を母語とする中国語学習者の中国語作文を用いた誤用コーパスの構築、の3点である。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research project is to analyze the gaps of voice systems
 and transitivity in Japanese and Chinese from the perspectives of cognitive ‘viewpoints’ as 
defined in cognitive linguistics. We carried out the following three tasks in this joint research: 
(1) to clarify the proper position of the Chinese resultative verbal compounds with the verbal 
aspect type system focused on; (2) to illustrate the relationship between cognitive ‘viewpoints’ 
and the voice system in Chinese; (3) to build up an error corpus using writing assignments given to 
Japanese students learning Chinese.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義は、以下の２点である。(1)RVCは中国語において使用頻度が極めて高い述語形式であるにも
関わらず、非中国語母語話者には使用の動機が理解しにくい。RVCの動詞タイプにおける位置づけを妥当な形で
整理することにより、中国語の類型論的な位置づけの精緻化が可能になる。(2) 「視点」の取り方の相違が日中
の一部の文法現象の相違の要因にとどまるものではなく、日本語と中国語のそれぞれにおいて、話し手が事象を
解釈する方法そのものの大きな傾向として記述できる可能性を示した。
また、本研究の社会的意義は、以上の言語学的記述の成果を、日本語と中国語相互の言語教育へ応用する可能性
が見込まれる点である。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 日本語を学習する中国語母語話者にとって、日本語の動詞の自他、及びヴォイス構文の適切

な使い分けなど、日本語動詞の他動性に関わる諸形式は最も習得が難しく、かなりの上級にな

るまで誤用の多い文法項目の一つである。金水 2000(「時の表現」金水敏・工藤真由美・沼田

善子 2000,『日本語の文法 2 時・否定と取り立て』,岩波書店)によると、自他の対を有する動

詞には、「主体動作・客体変化動詞」が多いという。我々の初歩的な観察では、中国語の主体

動作・客体変化動詞は、自他同形であるか、もしくは「動詞＋結果補語」構造(Resultative Verbal 

Compound。以下、RVC と略称する)となる。そして、中国語の RVC の適切な使用は、中国語を学

習する日本語母語話者にとって最も習得が難しく、かなりの上級まで誤用が多い文法項目の一

つである。 

中国語の RVC に関する日本語との対照研究は、主に相互の複合動詞が対照されており、語構

成のレベルにおける類型的な位置づけが次々と明らかにされてきた。また、動詞のアスペクト

タイプ分類に RVC を位置付けた先駆的研究である Tai.1987(James H-Y. Tai. 1984. Verbs and 

Times in Chinese: Vendler's Four Categories, Papers from the Parasessions on Lexical 

Semantics, Chicago Linguistic Society, 1984.)による「英語の動作からの視点に対する中国

語の結果からの視点」という指摘は示唆的なものである。 

本課題では、中国語の RVC を中心に、日本語と中国語の他動性に関わる諸現象について、「視

点」の用法に焦点を絞り、相互の相違の所在を明らかにすることを目的とする。 

 
２．研究の目的 
 本研究は、他動性をめぐる諸形式について、日本語と中国語における認知的「視点」の相違

という観点から解釈を行うことを目的とする。動詞の自他やヴォイス構文等の他動性が関わる

諸形式は、日中両言語を目標言語とする相互の母語話者に誤用が多いという点で、体系的な相

違が予測される文法項目の一つである。 

 具体的な研究項目は、①中国語について、他動性との相関を視野に入れた動詞のアスペクト

タイプにおける、「動詞＋結果補語」構造(Resultative Verbal Compound。以下、RVC と略称す

る)の位置づけの整理、②中国語の RVC をめぐるヴォイスと「視点」の関わりの解明、③上記①

②に対応する日本語のヴォイスと「視点」の関わりについて中国語との体系的な対応関係の記

述、の 3点である。 

 
３．研究の方法 
  本研究では、日本語と中国語における他動性の関わる諸形式の用法について、「視点」を主

軸とした対照研究を行った。研究方法は、先行研究の整理と認知言語学理論に沿った作業仮説

を適切な作例のインフォマントチェックによって確認していく演繹的な研究方法と、日中相互

の言語を目標言語として学習する双方の母語話者の誤用データを収集し、統計分析を行う帰納

的な研究方法の、両方のアプローチによって進めた。 

 初年度は、準備段階として、中国語動詞のアスペクトタイプにおける RVC の位置づけに関す

る先行研究を整理・検討するとともに、誤用分析のための作文のデータ化の作業を開始した。

次年度以降は、データ化を完成させつつ具体的な分析を進め、最終年度は、演繹的な方法と機

能的な方法の双方を突き合わせた結果をまとめる作業を行なった。 

 

４．研究成果 

 研究目的に記した項目の①については、下地が中国語学をベースとした日中対照研究、于康

が日本語学をベースとした日中対照研究、任鷹が中国語を類型論的に位置付ける試みをそれぞ



れ進めた。于康と下地は第９回中日対照言語学会(2017 年 8 月)において、パネルディスカッシ

ョン「他動性、視点及びその周辺」を企画した。この発表において、下地は、中国語の RVC が

形態論レベルのヴォイス、すなわち日本語における有対動詞と対照すべきレベルであることを

示した。その上で、研究項目②について、日本語の有対動詞がアスペクト的に複合事態におけ

る「際立ち」の相違を言語表現に反映させる（有対他動詞は動作者の意図的な動作の局面を際

立たせ、有対自動詞は受動者の結果の局面を際立たせる）こと、これに対して中国語の RVC の

方は、事態の時間的推移に伴う概念化者の注視点の推移を語順に反映させる形式であり、いず

れの意味役割を主格項とする場合においても常に変化の点的局面に際立ちを与える点で、日本

語の有対動詞とは根本的に異なることを明らかにした。任鷹はさらに、中国語の他動詞文の語

順や、RVC に見られる項解釈の多様性について、項構造による説明の限界の所在を明らかにし、

情報構造の観点からの説明がより有効であることを示した。分析の成果は、国際中国言語学会

第 26 回大会(2018 年 5 月)などにおいて、口頭発表し、その後論文として査読付きの学術誌な

どに公表した。 

 さらに、研究項目②については、下地が RVC を中国語の動詞の体系における語彙的ヴォイス

と構文的ヴォイスの接点にある構造として位置付け、日本語との相違を「視点」の違いから考

察した成果を『語法研究和探索』Vol.19(2018 年 10 月)に発表し、続いて、前項動詞が心理動

詞であるタイプの構造について、国際中国言語学会第 26 回大会(2018 年 5 月)で口頭発表した

のち、『神戸外大論叢』Vol.69(2019 年 5月)で論文として公表した。 

 研究項目③については、于康は、第９回中日対照言語学会(2017 年 8月)のパネルディスカッ

ション「他動性、視点及びその周辺」等において、日本語の目的語残存受身文の誤用を対象に、

主に有題文と無題文が視点との関わりについて論じた。また、研究期間を通して于康が日本語

を母語とする中国語学習者の作文をデータベース化し、文法項目ごとにタグ付けする作業を行

った。このデータと、于康が研究期間以前にすでに作成していた、中国語を母語とする日本語

学習者の誤用データを用いて、3名の研究成果を総合的にまとめた成果を 2019 年度中に発表す

る予定である。 
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